
能登島地域づくり協議会の概要

令和５年１０月２４日 フォーラム資料
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能登島の概要

•石川県七尾湾に浮かぶ島

•橋がふたつ

•能登島大橋、ツインブリッジ

•面積 ４６.７８ｋｍ２

•周囲長 ７１.９ｋｍ

•産業 農漁業・観光

•人口 ２,４２２名

•高齢化率 ４５％

•世帯数 ９９２戸

•集 落 ２０町会

• ２０２３年７月末現在
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能登島の風景
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能登島地域づくり協議会とは

•七尾市内１５地区にある地域づくり協議会（地域運営組織）

の１つ

•活動範囲：旧公民館区＝小学校区

•組織：委員・幹事＋５部会（生福・教文・環防・観産・事業

部）

•事務局：事務局長＋事務局６名（令和５年度）

•資金：七尾市交付金・補助金、地区協力金、受託事業収益
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能登島地域づくり協議会 組織図

会 長

生活福祉部会 教育文化部会 環境防災部会 観光産業部会

事 務 局

幹 事 会

（一社）

のと島

クラシカタ

研究所

民児協・地域福祉推
進員・老人クラブ・
介護関係者 等

小・中学校・文化
協会・幼保小PTA・
青年団 等

町会連合会・防災
士・消防団 等

観光協会・商工
会・交通事業者・
農業者 等

町会連合会・女性会・
民児協・各部会長 等
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地域づくり協議会の役割

•地域の課題解決に向け
て、住民が協力連携し
て取り組む

•地域の防災や防犯、福
祉の向上を図るため、
自助と共助によるまち
づくりを行う

•具体的な事業

•地域の防災防犯に関する事業

•地域の福祉に関する事業

•社会教育及び生涯学習に関する事業

•地域の課題を解決するための事業

•地域の特性を生かした活性化につな
がる事業

•その他目的達成のために必要な事業

（七尾市HPより）
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事業内容

• 地域イベント運営：ロードレース、ふれあいまつり、運動会

• 各部会事業（福祉・防災・教育・生涯学習など）

公益事業（地域の一体感醸成、インフラ的事業）

• コミュニティビジネス事業（一社）のと島クラシカタ研究所

• コミュニティセンター指定管理

収益事業（地域内の経済循環・自主財源確保）
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沿革① 設立～将来ビジョン策定

• 2008年7月9日 能登島地域づくり協議会設立（市町村合併後）

• 町会、社協、公民館、観光協会など地域団体の協議体として

• 2009年～専従職員配置

• グリーンツーリズム、夏休みこどもキャンプ、農水省事業（H25～）

• 2015年10月 「のと島クラシカタ研究所」プロジェクト始動

• 2016年3月 将来ビジョン・アクションプランを策定

• コミュニティセンター化に向け既存体制見直し（部会・会議・イベント）
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沿革② コミセン化～組織体制づくり

• 2016年4月 コミュニティセンター化

協議会・公民館・地区社会福祉協議会の事務局がコミセン集結

• 2019年3月 公民館が協議会へ一本化（市内全地区）

6月 一般社団法人のと島クラシカタ研究所設立

12月 地区社協を協議会へ一本化

• 2020年1月 のと島クラシカタ研究所が旅行業登録

4月 コミセン指定管理・職員の協議会雇用化

• 2022年9月 のとじま特定地域づくり事業協同組合 認可
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能登島の課題・・・中山間地域の縮図？

•少子高齢化（高齢化率４４％！）

•地域産業の縮小衰退（主に観光業・農業）

•コミュニティ機能低下

•（祭り・草刈等の共同作業、青年団・町会・女性会の地域活動等）

•交通インフラ弱化（移動・買い物難民）

•農業者の高齢化による耕作放棄、里山の荒廃

•田んぼや山が荒れる→野生動物の増加・獣害
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課題解決の方向性

•少ない事務局で全てを担うのは無理！

①課題に関わる地域団体や〇〇委員の活動をサポートしたり、

ボランティアで事業に協力してもらう（公益事業）

②仕事や生業として課題解決に取り組む担い手を増やす

＝コミュニティビジネス（収益事業）の育成
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公益事業
コミュニティの活性化：住民同士の一体感の醸成
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生活福祉部会

•メンバー

•民生児童委員、地域福祉推進員、介護福祉施設、町会、女性会他

•事業内容 地域福祉及び健康づくりに関すること

•ボランティア配食

•支え合いマップづくり、買い物支援、高齢者の通いの場づくり

•老人クラブ・学童スポーツクラブなどの活動支援
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生活福祉部会
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買い物支援・移動販売カレンダー
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老人クラブ 協議会長杯スカットボール大会
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教育文化部会

•メンバー

•文化協会、小・中学校、幼保園、青年団、女性会、社会教育委員など

•事業内容 社会教育及び文化振興に関すること

•能登島こども会議、里山里海体験、

•拠点づくり 島っ子クラブ、こども宿題おたすけ会、図書コーナーの

運営 など
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教育文化部会
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小学校 学習田

向田の仙人
高橋さん→
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能登島紅茶 茶摘み体験
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環境防災部会

•メンバー

•町会長、女性会、生産組合、防災士、消防団、不法投棄監視委員など

•事業内容 地域の防災・交通防犯、環境保全に関すること

•環境整備 草刈、道路ごみ拾い

•のとじま豊稔会（生産組合・中山間地域直払）事務局

•避難所開設訓練、青色パトロール など
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環境防災部会
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ひょっこり能登島見守り隊 青色パトロール
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環境防災部会 のとじま豊稔会

•島内の２０集落の生産組合
が所属

•中山間地直接支払制度の
「集落連携」事業を活用

•農地利用について情報共有
し、集落間の連携促進

•能登島ＧＩＳの活用
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地域資源調査 ＧＩＳの活用

能登島版ＧＩＳ

（地理情報システム）

• 様々な情報を地図上で表
示して分析できる

• 農地・福祉・地域資源な
どの情報を調査し集約

向田町の農地利用図
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地域のイベント
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収益事業
コミュニティビジネス：地域での経済循環と自己資金の確保
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コミュニティビジネスとは

•「市民が主体となって、地域が抱える課題をビジネスの手

法により解決する事業」の総称

•地域の文化、歴史、風土などを含め、市民の暮らしに合っ

たまちづくりを検討・推進し、市民が主体となって特徴の

ある地域社会の創造を目指すもの
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コミュニティビジネスのねらい

•補助金依存からの脱却

•自由度の高い運営

•地域での経済効果（地域への収益還元）

•人件費の確保（生業の創出）
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能登島の強み

•豊富な観光資源（水族館、道の駅、温泉、キャンプ場、ゴ

ルフ場、海水浴場、民宿）

•世界農業遺産「能登の里山里海」の豊かな自然と暮らし

でも・・・従来の観光客は主要な観光施設訪問がメイン

⇒島の自然や暮らしをもっと知って、体験して欲しい！
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コミュニティビジネス事業

33



夏休みこどもキャンプ
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一般社団法人のと島クラシカタ研究所設立

•旅行業などの収益事業を行う際に協議会が責任者だと、何か

あった時に会長個人や地域全体に影響がおよぶ

• ⇒責任範囲の区分けが必要＝法人化

•一般社団法人のと島クラシカタ研究所設立（2019.6）

•地域限定旅行業登録（2020）

•商品開発と販売 道の駅のとじまと協力し売り場を開設
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•まあそい＝豊かな、良く

稔った、大きな

•能登島のまあそい風景、食

文化、生活文化を再確認

し、未来へ伝えていきたい

という思いを形に

•シンボルカラーは稲の実り

を表す「黄金色」

「能登島まあそい」ブランド
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協議会収益事業部門の開始

•コミュニティセンターの指定管理者として七尾市より受託

•生活福祉コーディネーター事業受託

•のと島クラシカタ研究所から事務委託を受ける形に

•その他収益と判断されるものはこの部門で管理、税務申告

などを実施
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RMO事業
令和4年度開始：地域づくりを地域経営事業へと
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RMO事業 取り組み内容①

•農用地保全：水田耕作の継続・改善・事業展開について

農地の殆どがごく少数の耕作者に集積されている現状

→耕作者の高齢化により、

一気に耕作放棄地が増える危機に

農家への聞き取り調査を見える化
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RMO事業 取り組み内容①



RMO事業 取り組み内容①

米の耕作を一元化するなどの対策は、必須だがすぐに取り

掛かれないことが判明

では、米の高付加価値化や

直接販売による利益増大は

見込めないか？
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RMO事業 取り組み内容②

•地域資源活用：水産資源を活用した体験プログラムなどの

実施（フリーペーパーとの協力による広報）
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RMO事業 取り組み内容③

•生活支援：路線バスの在り方検討（デマンドコミュニティ

バスへの移行に向けた実証実験）

地域の足（路線バス）を担う能登島交通

住民出資でできた会社だが、負担は事業者だけが負う現状

→地域全体の問題として捉え、善後策がないか検討中
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RMO事業 取り組み内容③


